
口列強の進出と西アジアの動向SttD 列強の西アジア進出 皿

○スエズ運河 同年に開通したアメリカ大陸横断鉄道と並び,世界の交通網を変えた。

1875年ディズレーリ内閣(英 )はエジプトの財政難に乗じスエズ運河会社の株式を買収した。

列 強 の 進 出 ル コ エ ジ プ ト アラビア半島 イ  ラ ン アフガニスタン

●オスマン帝国,ヨ ーロッパから後退

1789

セリム 3世の近代
化政策

1798～ 1801

ナポレオン=ボナ
パル トによる占領

1744

ムハンマド=ブン
=サウード,ワッ
八―ブ王国の建国

1796

カージャール朝の
倉J設 初代皇帝
アーガー=ムハンマド

18世紀中頃
アフガニスタン
王国の独立

●ロシア勢力の拡大
●オスマン帝国の弱体化

10∠ 0   い P'U/与リ
マフムト2世 .

イエニチェリ全廃

1839～76

タンジマート

(恩恵改革)

19世紀前半

パシャ(太守)ムハ
ンマドニアリーの
近代化と第1回エ
ジフト・トルコ戦争

―――→征服1818

1823

ワッ八―ブ王国
の再建

1828

トルコマンチャーイ
条約 1838～ 42

第1次アフガン戦争

1876

ミドハト=バシャ
のミドハト憲法

1889

青年 トルコ結成

1908 (OP193写 )

青年 トルコ革命

1869

スエズ運河開通

1881～82

アラービー=パシャ
の反乱

1914

英による保護国化

1848ヽ 52

バーブ教徒の乱
1856(露 の支持)ノ

アフガン進攻
1891

タバ]=ボイコット運動
1905ヽ 11

イラン立憲革命

/矢
取

1857(英 の支援)

イランからの独立
1878～ 80

第2次アフガン戦争
1880

英による保護国化
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オスマン帝国の

最大領域 (1683)

列強の侵略に対するイスラム世界の動きには,ムハンマド=ア リー(エ ジフト 1769

～1849)の土地・軍隊・教育制度の西欧的近代化と,アフガーニー(1838～97)のバン

=イスラム主義によるイスラムの団結という,大別して2つの方向があつた。

○ムハンマド=

アリー オスマン

帝国エジプト太守。

①アフガーニー

西欧から革命家と

してマークされた。

ヨーロッ}雛国の
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の改革(エジプト)

タンジマート

(オスマン帝国)

パン=イスラム主
義による抵抗

例:アラービー=パシャ

の反乱(エジフト)

タブヽコ=ボイコット

運動(ペルシア王国)


